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研究要旨 

「移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の推進に関する法律」により、日本赤十字社は造血幹細胞

提供支援機関に指定された。日本赤十字社は各臍帯血バンク・日本骨髄バンクへの協力、関係事業

者間の連絡調整、情報一元化、普及啓発を担う。造血幹細胞提供支援システムの構築のために、骨

髄・末梢血幹細胞ドナーのコーディネートについてシステム要件定義を行った。若年層にアクセスで

きる普及啓発を模索した。骨髄移植は臨床医の骨髄採取情報を用いるが、その細胞数測定について

は施設間差があることを報告した。本邦の臍帯血バンクは臍帯血供給事業者としての許可を得、臍帯

血移植数は増加している。提供にかかわる手順、書類様式の統一を協議した。 

 

Ａ. 研究目的 

造血幹細胞の最適な提供を実現するために、現在の課

題を整理し、「移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の推

進に関する法律」における造血幹細胞提供支援機関の役

割によって対応する。 

 

Ｂ. 研究方法 

 (1) 造血幹細胞移植支援機関に指定された日本赤十字社

が行う役割について広報。 (2) 骨髄液採取時/提供時の細

胞数測定について情報共有。 (3) 臍帯血バンクの臍帯血提

供にかかる手順について統一することを検討。 （4）非血縁者

間移植コーディネートのシステム構築のための要件定義。  

（倫理面への配慮） 

造血幹細胞支援システムの構築には関係者のプライバ

シーポリシーを反映させる。ドナー登録者の検討には

個人情報を用いない。 

Ｃ. 研究結果 

 (1) 造血幹細胞移植支援機関に指定された日本赤十字

社が行う役割のうち、普及啓発に SNSの活用を図った。 

 (2) 骨髄液採取時/提供時の細胞数測定について施設

間差があることについて、調査結果を論文化するとともに、

（公益財団）日本骨髄バンクへ情報提供した。 

 (3) 臍帯血の提供手続きにはバンク間に書類様式も含

め相違があるので、統一に受けて協議を進めた。将来的

には IT化を進める必要があり、項目の統一が重要である

ことの認識共有ができた。 

（4） 造血幹細胞移植支援機関として、非血縁者間移植コ

ーディネートのシステム構築のための要件定義を行った。

骨髄・末梢血幹細胞ドナーコーディネートの短縮化を実

現するため、現状の機能を維持しつつ、将来的な IT活用

についての意見を収集した。 

Ｄ. 考察 

（1） 一般人口の高齢化に伴い、骨髄ドナー登録者も年

齢上昇が続いている。将来のためにも広く造血幹細胞提

供の重要性を訴えることは重要と考えられえる。若年層へ

のアプローチはメディアの多様性に対応する必要がある。 

 (2) 骨髄移植における輸注細胞数については、その正

確性への期待度が高いとは言えない。骨髄液の細胞数

測定について実態調査を報告した。検査室間差の問題

は末梢血造血細胞移植におけるCD34陽性細胞数測定

にも指摘されている。 

(3)  臍帯血移植数は増加している。移植施設から、移植

にかかる手続きを臍帯血バンク間で統一してほしいとの

要望があった。将来のIT化のためにも手順の統一は重要
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であることから、臍帯血提供関連書類の様式統一にむけ

て協議をすすめた。 

 (4) 骨髄・末梢血幹細胞移植のコーディネート期間は諸

外国に比べて長いと報告されている。造血幹細胞提供支

援システムの構築が開始されている。一部の連絡方法を

IT 化することで利便性を高め、コーディネート期間の短縮

化につなげることができると考えられる。 

 

Ｅ. 結論 

非血縁者間造血幹細胞移植のための成人ドナーにつ

いては若年層対策を意識しつつ、骨髄・末梢血幹細胞移

植のコーディネート期間の短縮むけて多方面での取り組

みが必要である。IT 化により改善される余地があると考え

る。骨髄採取の技術的課題は共有した。臍帯血移植は移

植施設の利便性を向上させるべく協議した。 
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